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学校長 水島 貴志 
TEL ６２１－７７００ 

おおとり 学校だより 

6月の予定 
６月 １日（火）BSF2021 

   ２日（水）開港記念日  

   ７日（月）新体力テスト① 

   ８日（火）新体力テスト②  

   ９日（水）

  １０日（木）内科検診135年

  １４日（月）4年社会科見学（鶴見焼却工場） 

  １５日（火）中区スピーチコンテスト校内発表 

  １７日（木）代表委員会 

  ２１日（月）学校保健委員会 

  ２３日（水）PTA書面総会承認状〆切 

今月の教育相談 
 お子様のこと、子育てのことなどについて相談したり、専門の立場からアドバイ

スを受けたりすることができます。 

    １１日（火）午前  １８日（火）午後  

    ２４日（月）午前  ３１日（月）全日 

 ・うわばきに名前を書きましょう。 

 ・廊下や階段では右側を静かに歩きましょう。 

 ・下校のきまりを守りましょう。 

きまりを まもりましょう ５月の生活目標 

水泳学習について 
 今年度の水泳学習については、児童の安全安心を第一に考え

ながら検討中です。例年行っている水着販売は、水泳学習実施

の決定後、お知らせをいたします。  

【 ４ 】 

日 曜 主な行事 

1 土  

2 日  

3 月 憲法記念日 

4 火 みどりの日 

5 水 こどもの日 

6 木 BSF伝達 希望者面談① 

7 金 

クラブPR集会 

はちまき授与式 全校

 希望者面談② 

8 土  

9 日               

10 月 BSF伝達 尿検査①配付   

11 火 
朝会 尿検査①回収 代表委員会14:15 

PTA校外委員会9:30 

12 水 読書タイム 耳鼻科検診1・4年と希望者 

13 木 
BSF伝達 歯科検診２・５年 

授業参観1年・5組 学校説明会14:50 

14 金 BSF伝達 PTA学年委員会10:00 

15 土  

16 日  

17 月 BSF伝達 

18 火 朝会 心臓検診1年 クラブ活動 

19 水 読書タイム 

20 木 BSF伝達 歯科検診4・６年5組  

21 金 集会 

22 土   

23 日  

24 月 
BSF伝達  

プレBSF低学年３校時～・高学年5校時～ 

25 火 朝会 尿検査②回収 委員会活動      

26 水 
読書タイム BSF全体練習・団結式 

PTA役員会9:30 

27 木 

開校記念日 歯科検診1・3年 

プレBSF中学年５校時～  

全国学力・学習状況調査6年  

28 金 開校・開港記念式  

29 土  

30 日  

31 月 

BSF伝達 

BSF前日準備5校時（５・６年） 

 1～4年下校13:25 

13日（木） 
  

 以下の時程で、1年生・5組の授業参観を行います。 

  

 時程 １３時４０分 授業開始 

    １４時２５分 授業終了 

    １４時５０分 学校説明会開始（体育館） 

 今後の状況を見て、以下のように変更させて 

                いただくこともあります。 

  授業参観⇒延期 学校説明会⇒学校YouTubeでの配信 

学年 場所 月日 

4年 愛川ふれあいの村 9月    8日～  1泊 

5年 赤城林間学園 10月  4日～ 

     1泊または2泊 

6年 栃木県日光市 10月2９日～1泊 

宿泊体験学習について 
 新型コロナウイルス感染予防対策をとりながらの実施と

なりますが、保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。今後の新型コロナウイルス感染症の拡大

状況によっては、変更・中止を決定させていただく場合が

あります。 

おおとり 
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令和 ３年５月６日 発行 

学校だより 

学校教育目標 
はばたく子 

◆やさしい子  ◆たくましい子  ◆かしこい子 

【大鳥小学校Ｗｅｂページ】 

  http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/ohtori/ 検 索 大鳥小   

  春から夏へ、季節の移り変わりを感じて 
校長  水島 貴志 

 

 風薫るさわやかな季節がやってまいりました。４月２８日、運動場を横断して、９匹の立派なこ

いのぼりが飾られました。二日限りの展示となりましたが、行く春を惜しむように元気に泳ぐこいの

ぼりの姿を今年も見ることができ、うれしい限りです。思い起こせば昨年の今頃、やはり同じように

運動場にこいのぼりが飾られたのですが、今年と決定的に違っていたのは、学校に子どもたち

の姿がなかったことです。昨年の今頃、学校は臨時休校期間の真っただ中にあり、毎年子ども

たちが楽しみにしているゴールデンウィークも、あまり関係のない日常の中で過ごしていたことを思

い出し、改めて学校に子どもたちがいること、そして当たり前の日常があることのありがたさを感じ

ています。 

 この号がお手元に届いている頃にはすでに終わってしまっているかもしれませんが、子どもたち

が楽しみにしているゴールデンウィークについて、少し触れたいと思います。ちなみに、この「ゴー

ルデンウィーク」という呼び名は実は映画業界用語で、その昔に映画の宣伝のために作られた

和製英語だそうです。そのため、特定の業界の宣伝を控えている一部のメディアでは「（春の）大

型連休」と表現しているようです。この期間には、４つの祝日が集まっています。今のところカレン

ダー通りに学校生活を送ることができているので、当日にはそれぞれの意にかなったお祝いの気

持ちをもって過ごしてもらえたとしたらうれしいと思います。 

 ４月２９日は「昭和の日」。この日は、もとは昭和天皇の誕生日ということで祝日でしたが、世

の中が平成へと移り、天皇誕生日が１２月に移動すると同時に「みどりの日」という名称の祝日

に定められました。その後、２００７年に昭和にちなんだ新祝日としての「昭和の日」となり、「激動

の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす」という意味付けが

されました。私も（戦後ではありますが）昭和生まれの一人として、復興に尽くした昭和世代の

人々のたくましさを子どもたちにも伝えていけたら、と思います。 

 ５月３日は「憲法記念日」。戦後、今の日本の決まりの大本となる日本国憲法が制定され、

施行されたのがこの日でした。この施行日についてはいろいろな議論があったようで、５月１日は

メーデー、５月５日は男子の節句の日ということで、その間を取って５月３日になったという話もあ

ります。「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」という意味付けがされ、「主権在

民」「戦争放棄」「基本的人権の尊重」という現在も大事にされている考え方を確認する日に

なったらうれしいです。 
  

〒２３１－０８０６ 中区本牧町１－２５１    

学校長 水島 貴志 TEL ６２１－７７００ 

（次ページへ） 



【 ２ 】 

 BSF実行委員長    ６年２組 松田 鉄平 
 今年のBSFのテーマは『One Bird』です。このテーマには、新しいクラ

スやバード、たてわりのみんなで心を一つに協力して、BSFが終わったら

全校が「ワンバード」になってほしいという思いが

こめられています。昨年100周年だった大鳥小は、

今年101周年目で新しいスタートを切りました。昨

年までの先ぱいたちの思いを引き継いで、また新し

く進み出すぼくたちには、みんなで協力することが

大切です。そのために、BSFでは各バードが協力しながら本気で戦って、一人一人

全力を出し切って一つの大きな「ワンバード」になりましょう！  

それでは、みなさん!! 心を一つに ワンバード！！ 

（前ページから） 

 ５月４日は「みどりの日」。この日はもともと休みではなく、昔はゴールデンウィークのことを「飛び

石連休」と呼ぶこともありました。１９８８年から「前後が祝日である平日」ということで「国民の休

日」という名称の休みの日になり、２００７年に「昭和の日」が設定されると同時に、この日に「み

どりの日」（祝日）が移ってきました。「自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心を育む」

という趣旨の、春から夏へと移り変わっていく季節にふさわしい日だと思います。 

 そして、５月５日は「こどもの日」。この日はもともと端午の節句という男子の節句でしたが、戦

後、男女関係なく「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」ことを趣

旨とした祝日となりました。日本以外の各国の「こどもの日」について調べてみると、「国際子ども

の日」の６月１日や「世界こどもの日」の１１月２０日をその日に当てている国が多いこと、さらには

アメリカ、イギリス、フランスなどには「子供の日」がないことなどがわかり、国によって違うんだな、

と改めて感じました。 

 新型コロナウィルスの感染状況はまだまだ予断を許さず、今年のゴールデンウィークも自由に

出歩くことが難しかったかもしれません。しかしそのような状況の中でも、季節の移り変わりを感じた

り、その日の意味を考えたりしながら一日一日を過ごせることができたならば、小さいながらも幸せ

なことであると思います。子どもたち、そして保護者・地域の皆様におかれましても、有意義な連

休を過ごしていただけたとしたらうれしいです。そして連休明け、いよいよ本格的となる６月１日の

BSFに向けての練習に突き進む子どもたちへ、熱いご支援・ご声援をどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

Ｎｅｗ Big Sports Festival 2021 

One Bird
 ワン バード  

令和3年6月1日（火） 
  開会式 8:45～  閉会式 13:20～ 

【 ３ 】 

ファイヤーバード 

キャプテン６年１組 

佐々木 蓮太朗 
 今年のファイヤーのテー

マは、みんなで心を一つに

し、つらい時があっても一

歩ずつステップアップして

いきたいという気持ちを込めて「一心一歩」にしまし

た。ぼくは一年生のころから、みんなを先頭で引っ

張ったり、毎日の生活の中で積極的に他学年と交流し

たりする、キャプテンになることが夢でした。そんな

あこがれのキャプテンとして、ファイヤーのみんな

が、自分の意見を持って協力し、周りを見て、息を合

わせて行動できるよう心がけていきたいです。今年で

大鳥小は１０１年目。みんなで心を一つにして、大き

な一歩をふみ出していきましょう。 

 

ファイヤーバード 

応援団長６年１組       

横手 凱 
 今年のファイヤーの

テーマは「一心一歩」で

す。このテーマには、み

んなが一つになって、一

歩ずつ進んでいこうという意味がこめられています。

そのテーマを達成するためには、協力・周りを見る・

声掛け・息が合う・意見を出すことが大切だと思いま

す。例えばダンスや応援で分からないことを教え合う

ことです。ぼくが思う団長は、みんなを盛り上げるこ

とです。そのためには、声を出すことだけでなく、み

んなが同じ学年・他学年・知らない友達を助けたり声

をかけたりするファイヤーにしたいです。どんなこと

にも前向きに考え「一心一歩」「OneBird～ワンバー

ド～」どちらも達成し、優勝を勝ち取りましょう。 

サンダーバード 

キャプテン６年２組 

下村 叶夢 
 今年のサンダーの

テーマは「明るさ満た

ん！楽しさ全開」で

す。このテーマには、

心を開いてサンダーバードみんなで笑い、BSFを思

いっきり楽しもうという思いがこめられています。

ぼくたちは、BSFだけでなく一年間を通して、この

テーマを達成できるようにしていきたいです。今日

までの間にぼくは、サンダーのみなさんの、応援団

と一緒に、声は出せなくても動きだけでも覚えよう

としている姿、上級生が下級生に寄りそって練習し

ている姿を見ました。そうやって助け合って笑いな

がら優勝してV2をとりましょう。 

サンダーバード 

応援団長６年２組 

角田 凜乃 
 私は、サンダーの団長

としてサンダーみんなに

寄りそったり、励ました

りして、がんばれるよう

にみんなのサポートをしたいです。サポートするに

は、まず友達のことをよく知って、周りを見ること

を大切にしたいと思っています。例えば、困ってい

る人を見かけたら、やさしく声をかけて、みんなの

心の支えになるような存在になりたいです。ろう下

ですれちがった時に明るくあいさつをしたり中昼休

みに楽しさ全開で遊んだり日常生活からテーマに向

かってみんなも全力でがんばりましょう！ 

スカイバード 

キャプテン６年３組 

高橋 遼 

 ぼくがキャプテンになり

たいと思ったきっかけは、

みんなに憧れてもらえるよ

うな大きな存在になりた

かったからです。僕がキャプテンとして頑張りたいこ

とは、スカイのみんなが輝けるように自分が先頭に

立って苦手なこと、辛いことでもあきらめずに挑戦し

ていくことです。スカイのみんなには、一人ひとりが

空のように大きな存在になってほしいです。そのため

に自分のことよりもスカイのみんなのために行動して

いきます。スカイが一つになれば絶対に優勝できま

す。「シャイニングスカイ」を目指して、どんな困難

も乗り越えて最高の思い出・最高のBSFにしましょ

う。 

スカイバード 

応援団長６年３組 

新井 聡太 

  今年のスカイのテーマ

は、「シャイニングスカ

イ」です。このテーマ

は、一人ひとりの個性を

生かし、みんなで協力してみんなが輝けるようにという

想いが込められています。ぼくはみんなを盛り上げ、は

げましていきたいです。そのためにぼくは、みんなの輝

いているところを誰よりも見つけ、その場を盛り上げ

て、その人をより輝かせます。そして、何事にも積極的

に取り組み、だれよりも大きな声であいさつ、返事をし

ます。みんなが輝けるように、一年間ぼくは、このテー

マに向かって頑張ります。みんなの輝きで優勝を勝ち取

りましょう。  


